
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組

合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
が
、
お
健
や
か
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
、
中
央
執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
て
四
年
目

の
新
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
活
気
あ
る
経

済
社
会
に
戻
り
、
私
た
ち
の
賃
金
・
労
働
条
件
が
向

上
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
輸
出

入
の
物
流
の
設
置
点
で
あ
る
港
湾
で
働
く
労
働
者
と

そ
れ
を
国
内
輸
送
す
る
運
輸
労
働
者
に
活
気
が
生
ま

れ
な
け
れ
ば
、
国
内
経
済
は
上
向
い
た
と
は
い
え
な

い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
今
、
国

は
将
来
的
な
港
湾
労
働
力
不
足
と
い
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
若
年
層
労
働
者
が
港
湾
に
魅
力
を
持
っ
て
も

ら
う
に
は
ど
う
す
る
か
、
単
に
賃
金
や
労
働
環
境
だ

け
で
は
な
く
、
港
湾
労
働
に
対
す
る
誇
り
と
魅
力
を

私
た
ち
自
身
が
作
り
上
げ
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
全
港
湾
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て

も
魅
力
あ
る
港
湾
労
働
を
基
軸
と
し
て
、
次
の
世
代

に
つ
な
げ
る
労
働
運
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
新
年
に
あ
た
っ
て
の
決
意
と
し
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
カ
ナ
ダ
の
有
名
大
学
の
経
済
学
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
日
本
の
現
状
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。「
日

本
の
貧
困
者
は
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
貧
困
者
の

ほ
と
ん
ど
は
、
犯
罪
歴
の
家
庭
で
も
な
く
、
移
民
者

で
も
な
い
。
教
育
水
準
が
世
界
的
に
決
し
て
低
い
わ

け
で
も
な
い
。
決
し
て
怠
情
で
は
な
く
、
む
し
ろ
勤

勉
で
労
働
時
間
も
長
く
、
個
々
の
能
力
が
低
い
わ
け

で
も
な
い
。
世
界
的
に
前
例
を
見
な
い
完
全
な
政
策

失
策
に
よ
る
貧
困
層
で
あ
る
」、
日
本
は
世
界
で
も

上
位
に
位
置
す
る
格
差
社
会
が
拡
大
し
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
増
加
は
、
政
治
の
大
失
敗
で
す
。
こ
の

よ
う
な
政
治
を
脱
却
し
な
け
れ
ば
明
る
い
未
来
は
訪

れ
ま
せ
ん
。
更
に
、
平
和
憲
法
を
揺
る
が
す
憲
法
改

悪
の
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
つ
の

時
代
も
戦
争
を
始
め
る
の
は
政
治
に
携
わ
る
老
人
で

戦
場
に
行
く
の
は
国
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
で

す
。
戦
争
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
憲
法
改
悪
は
絶
対

に
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
七
月
頃
に
参
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
港
湾
も
職
場
討
議
を
重

ね
、
選
挙
闘
争
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
全
港
湾
の
重

要
な
方
針
で
す
。

二
〇
二
二
年
の
干
支
は
寅
で
す
。
正
確
に
は
壬
寅

（
み
ず
の
え
と
ら
）
で
す
。「
壬
寅
」
は
厳
し
い
冬

を
越
え
て
、
芽
吹
き
始
め
、
新
し
い
成
長
の
礎
と
な

る
意
味
が
あ
る
年
で
す
。
私
自
身
、
寅
年
の
年
男
で

還
暦
を
向
か
え
ま
す
。
厳
し
い
状
況
か
ら
一
転
し

て
、
組
合
員
の
方
々
が
、
少
し
は
笑
顔
で
今
年
は
良

い
ぞ
と
言
え
る
よ
う
な
組
合
運
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

還
暦
は
、
十
二
支
（
じ
ゅ
う
に
し
）
と
十
干
（
じ

っ
か
ん
）
を
組
み
合
わ
せ
た
干
支
（
え
と
）
が
、
小

学
校
高
学
年
で
習
っ
た
最
小
公
倍
数
で
計
算
す
る
と

六
十
年
と
い
う
意
味
か
ら
、
生
ま
れ
た
と
き
と
同
じ

暦
に
還
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
私
も
六
十
年
前
の
壬
寅
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
な

の
か
な
あ
・
・

決
意
新
た
な
一
年
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
、
全
国
港
湾
連
合
会
が
今
年
、
結
成
五
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
港
湾
産
別
の
中
心
と
し
て
、
五

十
年
間
、
常
に
先
頭
に
立
っ
て
港
湾
労
働
運
動
を
展

開
し
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
一

方
で
、
周
り
を
見
渡
せ
ば
現
在
の
日
本
の
労
働
運
動

は
、
産
業
別
労
働
運
動
は
皆
無
で
企
業
内
労
働
運
動

に
埋
没
し
て
い
ま
す
。
産
業
別
労
働
運
動
の
灯
を
決

し
て
消
し
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
企
業
単
位
で

解
決
で
き
な
い
様
々
な
課
題
を
、
そ
の
産
業
で
働
く

仲
間
同
士
が
考
え
、
支
え
あ
い
、
団
結
し
て
難
局
を

乗
り
越
え
る
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
産
業
別
労
働
運
動

が
、
今
、
日
本
の
労
働
運
動
に
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

組
合
員
、
執
行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
活
発
な
議
論

を
展
開
し
、
決
し
て
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
港
湾
の

歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

中
央
執
行
委
員
長

真
島

勝
重

東京都大田区蒲田
5の10の2
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Ⅰ
�
た
た
か
い
の
経
過

全
港
湾
各
地
方
は
、
第
92
回
定

期
全
国
大
会
で
確
認
さ
れ
た
秋
年

末
闘
争
方
針
の
下
、
冬
季
一
時
金

の
獲
得
や
労
働
条
件
の
到
達
、
継

続
交
渉
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

1
�
労
働
条
件
引
き
上
げ
の
た
た

か
い

⑴
冬
季
一
時
金
闘
争

①
各
地
方
は
、
第
2
回
中
央
執
行

委
員
会
で
確
認
し
た
昨
年
同
期
の

率
・
額
を
上
回
る
要
求
設
定
を
行

な
い
、
10
月
末
〜
11
月
上
旬
に
要

求
書
を
提
出
し
た
。

②
回
答
状
況
及
び
妥
結
結
果

12
月
15
日
の
現
在
で
、
速
報
分

会
1
5
7
分
会
中
、
1
5
0
分
会

に
有
額
回
答
が
出
さ
れ
、
そ
の
う

ち
1
3
8
分
会
が
妥
結
と
な
っ

た
。
回
答
額
平
均
は
4
8
2
、9

1
8
円
で
、
妥
結
金
額
は
4
8

8
、3
9
6
円
、
率
に
し
て
1
・

70
ヶ
月
と
な
っ
た
。
港
湾
職
種
で

の
平
均
回
答
額
は
5
0
0
、4
1

0
円
で
、
昨
年
同
時
期
を
1
2
、

2
1
0
円
上
回
り
、
ト
ラ
ッ
ク
職

種
が
3
6
3
、2
3
2
円
で
、
昨

年
同
時
期
を
2
、9
1
5
円
下
回

り
、
一
般
職
種
は
4
0
7
、2
3

8
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
時

期
を
2
3
、7
7
5
円
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。

闘
争
分
会
で
は
、
3
1
0
分
会

中
、
2
6
9
分
会
に
有
額
回
答
が

出
さ
れ
、
回
答
額
平
均
は
4
7

4
、2
4
4
円
と
昨
年
同
時
期
を

9
、6
0
4
円
上
回
っ
て
お
り
、

率
を
見
る
と
1
・
66
ヶ
月
で
昨
年

同
期
を
0
・
03
ヶ
月
上
回
っ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
妥
結
分
会
数
は
2

4
6
分
会
で
妥
結
額
平
均
は
4
7

9
、4
3
2
円
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
職
種
で
の
苦
戦
が
見
ら

れ
る
が
、
全
体
で
上
回
っ
た
結
果

と
な
っ
た
。
特
に
地
方
港
で
の
引

き
上
げ
が
今
季
一
時
金
の
け
ん
引

役
と
な
っ
て
い
る
。

③
港
湾
関
係
労
組
の
回
答
状
況

（
中
略
）

④
他
団
体
の
回
答
状
況

（
中
略
）

⑵
秋
年
末
オ
ル
グ

第
92
回
定
期
全
国
大
会
で
決
定

さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
21
秋
年

末
オ
ル
グ
を
企
画
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
名

古
屋
支
部
の
み
開
催
し
た
。

⑶
秋
年
末
に
お
け
る
到
達
闘
争

第
92
回
定
期
全
国
大
会
で
決
定

さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
①
労
働

時
間
短
縮
、
②
定
年
延
長
65
歳
と

退
職
者
の
補
充
、
③
退
職
金
引
き

上
げ
、
④
労
働
災
害
・
企
業
上
積

み
保
障
の
引
き
上
げ
、
⑤
労
働
協

約
の
締
結
な
ど
、
諸
労
働
条
件
の

到
達
闘
争
の
た
た
か
い
を
す
す
め

て
き
た
が
、
前
進
し
た
も
の
と
は

な
ら
ず
、
引
き
続
き
交
渉
が
も
た

れ
て
い
る
。

2
�
港
湾
に
お
け
る
制
度
政
策
闘

争⑴
秋
年
末
統
一
闘
争（
全
国
港
湾
）

21
秋
年
末
闘
争
中
央
行
動
が
11

月
17
日
（
水
）
〜
18
日
（
木
）
に

か
け
て
行
わ
れ
た
。

⑵
労
使
政
策
委
員
会
（
全
国
港

湾
）

10
月
14
日
、
組
合
側
の
申
し
入

れ
に
応
え
る
形
で
、
労
使
政
策
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、

冒
頭
、
日
港
協
は
、
組
合
側
の
申

し
入
れ
事
項
に
あ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
よ
り
先
に
、
船
社
か
ら
の
要

請
の
あ
っ
た
、「
年
末
年
始
例
外

荷
役
」
を
要
請
し
て
き
た
。
組
合

側
は
「
本
来
で
あ
れ
ば
、
組
合
の

要
請
に
回
答
し
た
う
え
で
、
要
請

す
べ
き
だ
」
と
抗
議
を
お
こ
な

い
、
業
側
よ
り
謝
罪
を
受
け
て
か

ら
の
委
員
会
と
な
っ
た
。
申
し
入

れ
項
目
に
対
し
て
、
業
側
は
「
都

労
委
の
命
令
書
は
重
い
も
の
と
考

え
て
い
る
が
、
万
が
一
の
危
惧
が

あ
る
こ
と
を
想
定
し
、
リ
ス
ク

（
課
徴
金
）
回
避
を
考
慮
し
、
組

織
と
し
て
再
審
査
請
求
の
判
断
に

至
っ
た
」
と
す
る
回
答
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
の
課
題
に
つ
い
て
も
回

答
ら
し
い
回
答
は
出
な
か
っ
た
。

組
合
側
は
こ
の
こ
と
に
強
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
①
年
末
年
始
例

外
荷
役
の
要
請
と
、
②
1
月
4
日

の
平
日
化
に
つ
い
て
は
、
持
ち
帰

り
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
同
日
行

わ
れ
た
、
常
任
中
央
執
行
委
員
会

で
検
討
を
お
こ
な
い
、「
年
末
年

始
例
外
荷
役
の
要
請
」
は
受
け
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
即
座
に
日
港

協
へ
伝
え
た
。

11
月
19
日
、
労
使
政
策
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
日
港
協
か

ら
は
労
使
関
係
を
正
常
化
に
戻
す

に
は
、
産
別
最
低
賃
金
の
問
題
解

決
が
必
須
で
あ
る
と
の
認
識
を
表

明
し
た
う
え
で
、
会
員
店
社
の
経

営
に
影
響
が
出
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
れ
ば
、
速
や
か
に
交
渉
に
応

じ
る
こ
と
が
で
き
、
正
常
な
労
使

関
係
に
戻
す
重
要
な
要
件
で
あ
る

こ
と
の
認
識
が
あ
る
と
し
た
。
こ

の
こ
と
を
も
っ
て
、
年
末
年
始
例

外
荷
役
の
実
施
を
お
願
い
す
る
と

し
た
。
組
合
側
は
日
港
協
の
発
言

は
歓
迎
す
る
と
し
、
出
来
る
の
で

あ
れ
ば
、
司
法
の
判
断
を
求
め
る

ま
で
も
な
く
、
常
に
労
使
協
議
を

す
す
め
つ
つ
、
正
常
な
労
使
関
係

に
戻
す
判
断
を
す
べ
き
と
要
請
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
年
末
年
始
例

外
荷
役
の
実
施
に
つ
い
て
、
日
港

協
の
要
請
に
応
じ
る
と
し
た
。

⑶
全
国
決
起
集
会

10
月
14
日
、
全
国
決
起
集
会
が

リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
労
使
政

策
委
員
会
の
報
告
や
独
禁
法
問

題
、
横
須
賀
新
港
ふ
頭
フ
ェ
リ
ー

就
航
問
題
等
で
の
日
港
協
の
責
任

の
な
さ
の
報
告
を
お
こ
な
い
、
年

末
年
始
例
外
荷
役
の
要
請
を
受
け

な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。

⑷
交
運
労
協
第
37
回
定
期
総
会

第
37
回
定
期
総
会
が
10
月
7
日

（
木
）
開
催
さ
れ
、
2
0
2
1
年

活
動
報
告
と
2
0
2
2
年
活
動
方

針
（
案
）、
2
0
2
1
年
決
算
報

告
と
2
0
2
2
年
予
算
（
案
）
が

提
案
さ
れ
た
。

3
�
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

労
働
者
の
制
度
政
策
闘
争

⑴
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
対
策
会
議

「
標
準
的
な
運
賃
」を
確
実
に
収

受
で
き
る
よ
う
に
注
視
す
る
と
と

も
に
、
告
示
さ
れ
た
標
準
的
な
運

賃
に
も
と
づ
く
運
賃
・
料
金
の
届

出
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
業
界
団
体

や
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を
行
政

に
求
め
て
い
く
た
め
に
、
12
月
16

日
に
対
策
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
対
策
会
議

神
戸
支
部
で
は
路
線
バ
ス
事
業

で
の
入
札
に
よ
り
、
雇
用
問
題
が

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

の
名
の
も
と
、
新
た
な
規
制
緩
和

が
推
進
さ
て
い
る
今
後
、
タ
ク
シ

ー
配
車
に
隠
れ
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
既
成
事
実
化
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
現
状
と
問
題
を
把

握
す
る
た
め
に
12
月
21
日
〜
22
日

で
神
戸
に
て
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
対

策
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

4
�
雇
用
保
障
闘
争
に
つ
い
て

⑴
日
興
サ
ー
ビ
ス
分
会
闘
争

全
国
闘
争
で
あ
る
日
興
サ
ー
ビ

ス
分
会
闘
争
は
、
10
月
12
日
に
名

古
屋
高
裁
で
判
決
が
出
た
が
、
残

念
な
が
ら
請
求
棄
却
と
な
っ
た
。

名
古
屋
支
部
・
阪
神
支
部
は
即
座

に
最
高
裁
へ
上
告
し
て
い
る
。

⑵
能
代
闘
争

同
じ
く
全
国
闘
争
で
あ
る
、
能

代
闘
争
は
11
月
10
日
〜
11
日
と
秋

田
港
に
お
い
て
現
地
闘
争
を
取
り

組
ん
だ
。

5
�
労
働
者
供
給
事
業

⑴
10
月
26
日
〜
11
月
3
日
に
か
け

て
、
鹿
児
島
支
部
労
供
事
業
点
検

オ
ル
グ
を
お
こ
な
っ
た
。

6
�
平
和
、
人
権
、
環
境
を
守
る

た
た
か
い

⑴
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
22
周
年
集
会

は
、
茨
城
県
を
含
め
た
21
都
道
府

県
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

の
延
長
が
決
定
し
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
発
令
も
8
県
に
拡

大
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
状
況
を
踏
ま
え
、
中
止
の
判
断

と
な
っ
た
。

⑵
ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン
母
港
化
抗

議
集
会
が
10
月
1
日
に
横
須
賀
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
公
園
で
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
中

止
と
な
っ
た
。

⑶
「
憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す

第
58
回
護
憲
大
会
」
が
宮
城
県
・

仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
。

7
�
組
織
の
強
化
と
拡
大

⑴
2
0
2
0
年
当
初
か
ら
猛
威
を

振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
世
界
的
に
莫
大
な
感
染
症
の

広
が
り
を
見
せ
、
生
産
機
能
や
経

済
機
能
を
マ
ヒ
さ
せ
、
我
々
の
社

会
生
活
を
一
変
さ
せ
た
。
感
染
力

の
強
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国

の
感
染
防
止
対
策
は
後
手
に
回

り
、
政
府
へ
の
不
満
の
声
が
高
ま

っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
2

0
2
0
年
の
第
91
回
定
期
全
国
大

会
、
2
0
2
1
年
の
第
42
回
中
央

委
員
会
、
第
92
回
定
期
全
国
大
会

と
労
働
組
合
と
し
て
最
も
重
要
な

方
針
を
決
め
る
機
関
会
議
も
、
各

地
方
か
ら
参
加
に
対
し
て
、
家
族

や
職
場
へ
の
感
染
拡
大
を
危
惧
す

る
意
見
が
出
さ
れ
、
中
央
執
行
委

員
会
は
参
加
人
数
や
、
運
営
方
法

で
の
制
限
を
か
け
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

⑵
中
央
本
部
と
し
て
も
、「
限
定

的
緊
急
特
例
措
置
」
規
約
の
制
定

や
規
約
・
規
定
の
改
定
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
考
え
て
対
応
し
て

き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
事
態
で
は
、
大
会
で

も
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
規
約
と

の
整
合
性
や
運
営
方
法
決
定
に
至

る
ま
で
の
組
合
員
へ
の
説
明
が
不

十
分
な
ど
、
民
主
的
な
運
営
を
求

め
る
声
も
一
部
で
出
さ
れ
た
。

⑶
現
在
に
至
っ
て
も
、
完
全
な

「
限
定
的
緊
急
特
例
措
置
」
規
約

の
制
定
や
規
約
・
規
定
の
改
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
が
、
中
央
執
行

委
員
会
は
出
さ
れ
た
意
見
に
は
真

摯
に
向
き
合
い
、
民
主
的
な
運
営

を
目
指
す
た
め
に
議
論
を
重
ね
、

地
方
・
支
部
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

お
こ
な
っ
た
う
え
で
、
第
93
回
定

期
全
国
大
会
に
お
い
て
提
案
・
承

認
し
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
総
括

を
確
認
し
た
。

8
�
選
挙
闘
争

10
月
19
日
公
示
、
10
月
31
日
に

投
開
票
と
な
っ
た
衆
議
院
選
挙

は
、
自
公
政
権
打
倒
を
掲
げ
る
野

党
共
闘
と
し
て
立
憲
民
主
党
、
共

産
党
が
中
心
と
な
り
た
た
か
わ

れ
、
全
港
湾
は
各
地
方
に
お
い
て

政
策
協
定
や
推
薦
決
定
を
多
数
立

て
て
選
挙
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。

日
本
海
地
方
で
は
、
11
の
小
選
挙

区
で
の
推
薦
候
補
者
を
決
定
し
、

小
選
挙
区
・
比
例
を
合
わ
せ
て
6

名
の
当
選
を
果
た
し
た
。
関
西
地

方
で
は
、
大
阪
支
部
を
中
心
に
4

つ
の
小
選
挙
区
で
推
薦
候
補
者
を

決
定
し
た
が
、
惜
敗
と
な
っ
た
。

四
国
地
方
で
は
、
6
つ
の
小
選
挙

区
で
推
薦
候
補
者
を
決
定
し
、
小

選
挙
区
・
比
例
を
合
わ
せ
て
4
名

の
当
選
を
果
た
し
た
。
九
州
地
方

で
は
、
6
つ
の
小
選
挙
区
で
推
薦

候
補
者
を
決
定
し
、
小
選
挙
区
・

比
例
を
合
わ
せ
て
5
名
の
当
選
を

果
た
し
た
。

Ⅱ
�
た
た
か
い
の
総
括

1
�
労
働
条
件
引
き
上
げ
の
た
た

か
い冬

季
一
時
金
闘
争
で
は
、
第
92

回
定
期
全
国
大
会
で
確
認
し
た
方

針
の
下
、
組
合
員
の
切
実
な
要
求

と
し
て
一
時
金
の
引
き
上
げ
に
全

地
方
、
全
支
部
が
全
力
を
挙
げ
て

た
た
か
い
ま
し
た
。

日
本
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
一
時
は

持
ち
直
し
の
動
き
が
あ
っ
た
も
の

の
、
年
末
に
か
け
て
は
一
服
し
て

い
る
感
が
あ
り
ま
し
た
。
輸
出

は
、
中
国
経
済
の
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン

や
米
国
向
け
の
自
動
車
の
下
振
れ

な
ど
を
受
け
て
減
少
と
な
り
ま
し

た
が
、
個
人
消
費
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
に
よ
る
活
動
制

限
が
残
る
な
か
で
、
増
加
と
減
少

を
繰
り
返
す
動
き
を
続
け
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
先
行
き
の
見

え
な
い
状
況
を
考
慮
す
る
事
業
者

も
多
数
あ
り
、
冬
季
一
時
金
に
つ

い
て
は
、
港
湾
職
種
、
一
般
職
種

が
昨
年
冬
よ
り
は
上
が
っ
た
も
の

の
、
ト
ラ
ッ
ク
職
種
で
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
要
因
は
原
油
価
格
の
高
騰
な

ど
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
標
準
的
運

賃
が
適
正
に
収
受
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
経
済
の
停
滞
や
消
費
の
落

ち
込
み
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
2
0
1
9
年
冬
季
一
時

金
4
8
7
、7
2
9
円
、1
・
74
ヶ

月
と
比
べ
る
と
、
額
で
マ
イ
ナ
ス

1
3
、4
8
5
円
、率
で
マ
イ
ナ
ス

0
・
08
ヶ
月
と
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

到
達
闘
争
に
つ
い
て
は
、
65
歳

定
年
延
長
は
各
地
方
で
継
続
雇
用

や
再
雇
用
制
度
も
含
め
て
到
達
し

て
い
ま
す
が
、
60
歳
以
降
の
賃
金

に
つ
い
て
は
、
労
働
法
改
正
に
よ

り
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
難

し
い
た
た
か
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
東
北
地
本
で
は
60
歳
以
降
の

賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
協
議

が
粘
り
強
く
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
副
反
応
へ
の
対
応

で
は
、
北
海
道
地
本
が
統
一
で
特

別
有
給
休
日
と
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
日
本
海
地
本
に
お
い

て
は
育
児
・
介
護
制
度
の
条
件
整

備
に
つ
い
て
継
続
協
議
と
な
っ
て

い
ま
す
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
地

方
ご
と
で
の
環
境
や
企
業
体
力
に

よ
り
す
す
ん
で
い
な
い
状
況
も
あ

り
ま
す
が
、
組
合
員
の
声
に
応
え

る
た
め
に
も
、
港
湾
で
働
き
た
い

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
労
働
環
境
を

作
る
た
め
に
も
、
粘
り
強
く
た
た

か
い
ま
し
ょ
う
。

2
�
港
湾
に
お
け
る
制
度
政
策
闘

争
全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
で
の
21

秋
年
末
闘
争
中
央
行
動
で
は
、
国

土
交
通
省
に
対
し
、
港
湾
運
送
事

業
基
盤
の
安
定
に
資
す
る
課
題
や

港
湾
政
策
に
係
る
課
題
を
申
し
入

れ
ま
し
た
が
、
我
々
の
思
い
描
く

よ
う
な
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
厚
生
労
働
省
で
も
、
港
湾

労
働
法
の
順
守
と
全
港
・
全
職
種

適
用
や
特
定
港
湾
倉
庫
の
指
定
の

あ
り
方
な
ど
雇
用
と
職
域
、
安
全

を
中
心
に
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、

納
得
の
い
く
回
答
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
国
策
に
よ
っ
て
右
往

左
往
さ
れ
る
今
の
港
湾
産
業
に
は

労
使
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
出
来
る
体
制
の
構
築
が
急
が
れ

ま
す
が
、
現
状
で
は
道
筋
さ
え
も

見
え
て
い
ま
せ
ん
。
是
々
非
々
で

本
音
の
交
渉
が
で
き
る
労
使
関
係

に
戻
す
こ
と
が
急
務
で
す
。
同
時

に
国
策
に
対
し
て
は
政
治
力
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
全
国
港
湾

で
は
初
め
て
の
試
み
と
言
え
る
衆

議
院
選
挙
で
の
野
党
統
一
候
補
者

へ
の
支
持
を
取
り
付
け
、
議
員
と

の
繋
が
り
を
模
索
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
が
出

る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

政
局
を
見
極
め
る
力
も
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
で

先
頭
に
立
つ
の
は
全
港
湾
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
て
「
魅
力
あ
る

港
湾
労
働
の
確
立
」
の
た
め
に
奮

闘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
中
略
と
し
た

部
分
が
あ
り
ま
す
。）

以

上

秋秋
年年
末末
闘闘
争争
のの
経経
過過
とと

総総
括括
にに
つつ
いい
てて（（
案案
））
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